オストラコン特殊ルール 

・買収の日 
顔の彫られたコインのマスから太陽が昇り始めたら、その日は「買収の日」です（ただし初日は「買収の日」にはなりません）。 
全ての哲学者が投票を終えたら、質問者は「買収！」と宣言し、自分の陶辺だけを明らかにします。 
次に質問者は、決められた人数以下（＊１）の哲学者を指名します。 
指名された哲学者は自分の投票を明かし、その後質問者と同じ票にします。 
　その後で、残りの哲学者は投票を明らかにし、集計します。 

・神託の日 
　目の描かれた貝殻のマスから太陽が昇り始めたら、その日は「神託の日」です（ただし初日は「信託の日」にはなりません）。 
　全ての哲学者が投票を終えたら、質問者は「神託！」と宣言し、決められた人数以下（＊１）の哲学者を指名します。 
　指名された哲学者は、自分の投票を明らかにします。ここで質問者は、自分の投票を裏返し、変えることができます。 
　その後で、残りの哲学者は投票を明らかにし、集計します。 

・裏切りの日 
　左手の描かれた破片のマスから太陽が昇り始めたら、その日は「裏切りの日」です（ただし初日は「裏切りの日」にはなりません）。 
　全ての哲学者が投票を明らかにした後で、質問者は望むならば投票を変えることができます。 
　その後で、残りの哲学者は投票を明らかにし、集計します。 

＊１　５～６人プレイなら一人、７～９人プレイなら二人、１０～１２人プレイなら三人 






・支持者 
　各哲学者はゲーム中にそれぞれ一度だけ、開票する前に質問者に「賛同」することができます。 
　賛同するにはその人は以下の条件を満たしていなければなりません。 
　１）哲学者カードの山の１番上に置かれていること。 
　２）その哲学者カードが、オリーブの枝の書かれた面が上になっていること。 
　３）質問者より手番が後であること。 

賛同した場合、その人は哲学者カードを裏返してオリーブの枝の書かれていない面にします。 
そして投票を通常通り行います。 
それにより質問者が道を進むことができたら、“支持者”も同じ数だけ進むことができます。 
ただし“支持者”は、それにより太陽カードが照らし出すマスを超えることはできません。 




質問の方法の一例 
好みについて聞く：犬と猫ではどちらが好きですか？ 
経験について聞く：自分の投稿が雑誌に採用されたことがありますか？ 
秘密について聞く：スポーツの最中、意図せず何かを壊したことがありますか？ 
能力について聞く：原作より優れた映画の名を上げることができますか？ 
迷信について聞く：流れ星を見たら願いをかけますか？ 

禁止されたら嫌なことについて聞く： 
ウォルトディズニーとモーツァルト、どちらのいない世界に耐えられますか？ 
ＳＦ的なことについて聞く 
：タイムマシンを手に入れました。未来に行きますか？　過去に行きますか？ 
友情について聞く 
：友人が五年前にくれた本を、もう一度あなたに贈りました。怒りますか？
